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ゆずりは健康コラム ～ 逆流性食道炎について ～

逆流性食道炎は、胃酸を含む胃の内容物が食道に逆流することで、
食道の粘膜が傷ついて炎症を起こし、粘膜のただれや潰瘍が生じる病
気です。胃と食道のつなぎ目の下部食道括約筋という筋肉は、普段は
胃酸が逆流しないように締まっていて、食事をする時だけつなぎ目が
緩んで食べ物などが胃に届きます。この筋肉が加齢により緩むことや、
背骨が曲がった姿勢をとったり内臓脂肪によって胃が圧迫されたり
することで、胃酸の逆流が起こりやすくなります。
症状としては、胸やけ、つかえ感、のどの違和感（イガイガや
ヒリヒリ）、口の中が酸っぱく感じる、嘔吐、咳などがあります。
これらの症状は食事の2~3時間後に起きることが多いため、寝ている
間に睡眠が妨げられることもあります。また、自覚症状がない人もい
ます。
食事においては高脂肪食、アルコール、炭酸飲料、カフェインを多
く含む飲み物、香辛料や酸味の強いものは症状を悪化させるため控え
るとよいでしょう。日常生活においては、食べ過ぎない、飲みすぎな
い、喫煙はしない、ストレスはためないようにしましょう。
一時的な胸やけやつかえ感、軽い胃痛などであれば、市販薬を利用
してセルフメディケーションを実践しましょう。

ご要望、ご相談等ございましたら、下記のメール、電話でも受け付け
ております。お気軽にご連絡下さい。
メールアドレス：info@yuzuriha-mj.jp TEL： (0867)-76-2355
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